
 

 

 

 

 

  

「変革 2027」の実現に向けた組織の再編ついて 

 その④ 
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１，現業機関の再編の特徴点 

（７）電力 

①「計画・運営・統制」を行う企画セクションと、「業務執行」を行う設備管理セクションを配置し、組織内の 

 役割分担を明確化する。 

②設計部門は一本化を目指し、技術情報の共有や予算執行の効率化を図りつつ、各々の専門技術を発揮 

 し設備改良を行う。 

③保全部門（設備管理 G）では、電路（車・配）一体の編成として、技術の共有化を図る。 

④若手社員を中心に車・配・変の系統横断的な運用を行う。 

⑤一部設計業務を設備管理 GやMCでも実施し、保守の PDCAを実現する 

※少額・小規模、簡易な一般工事 

 

（８）信号通信 

①設備技術センターには「計画・運営」を行う企画セクションと「業務執行」を行う信号セクション、 

 通信セクションを配置する。 

②企画セクション内は、担当は決めるが明確にグループ分けせず、業務の波動に応じ柔軟に人材 

 を運用する。 

③信号と通信は専門を軸に運用し、共通業務や技術、異常時対応時の初動対応等連携を強化。 

④メンテナンスセンター（ＭＣ）は従前通りの配置とし、引き続き保守のＰＤＣＡを実現する。 

⑤異常時においては設備技術センターとＭＣが一体となって対応する。 

 

（９）企画部門（八王子支社） 

①地域共創部（３事業一体でマーケット創造・利益創出・地域の創生） 

 →地域連携ユニット、マーケット創造ユニット 

②鉄道事業部（鉄道オペレーションの遂行） 

 →安全企画ユニット、モビリティ・サービスユニット、設備ユニット 

③企画総務部（現業機関・主管部のサポート） 

 →経営戦略ユニット、人事ユニット、総務・広報・勤労ユニット 

 

その⑤に続く 


